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１ 調査の概要 

（１）調査の目的 

   本調査は、第２期はちおうじ学園都市ビジョンの策定に当たり、市内の大学等、大学生、小

学校・中学校・高等学校、企業の実態やニーズを把握し、ビジョン策定に必要な基礎資料とす

ることを目的として実施しました。 

 

（２）調査の対象 

  ア 大学等（大学コンソーシアム八王子加盟校 25 校） 

  イ 大学生（500 人程度を想定） 

  ウ 小学校・中学校・高等学校（小学校 69校、中学校 37 校、高等学校 19 校） 

  エ 企業（100 社程度を想定） 

 

（３）調査の方法 

  ア 大学等（メールで調査票のデータを配布・回収） 

  イ 大学生（WEB 調査を用いて、メール及び市広報 SNS で配布、インターネットで回収） 

  ウ 小学校・中学校・高等学校（メールで調査票のデータを配付・回収） 

  エ 企業（WEB 調査を用いて、メールで配付、インターネットで回収） 

 

（４）調査期間 

  令和５年（2023 年）５月１日～６月 30 日 

 

（５）調査票の配付・回収状況 

  ア 大 学 等（配付数 24 票、回収数 023 票、回収率 95.8％） 

         ※帝京大学短期大学の回答は帝京大学の回答に含めるため、配付数は 24 票とした。 

  イ 大 学 生（配付数 －票、回収数 682 票、回収率 00－％） 

  ウ 小 学 校（配付数 70 票、回収数 050 票、回収率 71.4％） 

中 学 校（配付数 38 票、回収数 028 票、回収率 73.7％） 

高等学校（配付数 19 票、回収数 013 票、回収率 68.4％） 

  エ 企  業（配付数 －票、回収数 098 票、回収率 00－％） 
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２ 大学等調査結果 

（１）今後の地域連携※の意向について 

    ※地域連携：ここでは「八王子市及びその周辺自治体の市域、及びその市域内にある組織・団体・個人」と貴学

との連携を指します。 

①今後、特に連携に力を入れたい主体 

   「行政（八王子市）」と「産業界（民間企業・商工会議所含む）」がそれぞれ 18 件で最も多

く、次いで「高等学校」が 11 件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

18

10

18

10

9

9

11

1

0

0件 4件 8件 12件 16件 20件

行政（八王子市）

他大学（高専・短大含む）

産業界（民間企業・商工会議所含む）

地域住民（町会自治会・市民活動団体含む）

小学校

中学校

高等学校

その他

無回答
全体(n=23)

（複数回答）
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②行政（八王子市）と連携するとなった場合の意向 

  ア．特に推進したいと考える取組み 

   「行政課題の解決に、授業などで貴学（教員や学生）が取り組む（PBL（課題解決型）授業な

ど）」が 18件で最も多く、次いで「八王子市イベント等で学生ボランティアが活動」が 12件、

「貴学授業に八王子市が外部講師として参加」が５件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  イ．課題となる事項 

   「対応する貴学の教職員・学生への負担が大きい」が 14 件で最も多く、次いで「貴学の金銭

的負担が生じる」と「八王子市側のニーズが分からない」がそれぞれ６件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

5

12

18

1

6

1

0件 4件 8件 12件 16件 20件

貴学授業に八王子市が外部講師として参加

八王子市イベント等で学生ボランティアが活動

行政課題の解決に、授業などで貴学（教員や学

生）が取り組む（PBL（課題解決型）授業など）

特にない

その他

無回答 全体(n=23)

（複数回答）

14

6

5

2

6

3

2

1

1

0件 4件 8件 12件 16件

対応する貴学の教職員・学生への負担が大きい

貴学の金銭的負担が生じる

貴学学内で担当部署が明確でない

八王子市の問い合わせ先や相談先が分からない

八王子市側のニーズが分からない

学内での八王子市との連携のニーズが少ない（ない）

課題に感じていることはない

その他

無回答 全体(n=23)

（複数回答）
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③他大学（高専や短大を含む）と連携するとなった場合の意向 

  ア．特に推進したいと考える取組み 

   「FD・SD（研修会・勉強会）」が 11 件で最も多く、次いで「単位互換」が９件、「大学合同コ

ンペティション（コンクール・コンテスト・発表会含む）」が５件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  イ．課題となる事項 

   「対応する貴学の教職員・学生への負担が大きい」が 15 件で最も多く、次いで「他大学側の

ニーズが分からない」が９件、「貴学学内で担当部署が明確でない」と「学内での他大学との連

携のニーズが少ない（ない）」がそれぞれ５件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

11

9

5
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4

2

0件 4件 8件 12件 16件

FD・SD（研修会・勉強会）

単位互換

大学合同コンペティション（コンクー

ル・コンテスト・発表会含む）

特にない

その他

無回答
全体(n=23)

（複数回答）

15

2

5

3

9

5

1

2

1

0件 4件 8件 12件 16件

対応する貴学の教職員・学生への負担が大きい

貴学の金銭的負担が生じる

貴学学内で担当部署が明確でない

他大学の問い合わせ先や相談先が分からない

他大学側のニーズが分からない

学内での他大学との連携のニーズが少ない（ない）

課題に感じていることはない

その他

無回答 全体(n=23)

（複数回答）
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④産業界（民間企業や商工会議所を含む）と連携するとなった場合の意向 

  ア．特に推進したいと考える取組み 

   「産業界の課題解決に授業などで貴学（教員や学生）が取り組む（相談・コンサルティング

等を含む）」が 14 件で最も多く、次いで「貴学（教員や学生）と産業界での共同研究・共同開

発」が 13件、「学生の就職活動支援に産業界が参加する（求人票の提出や企業説明会への参加

を含む）」が 12件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  イ．課題となる事項 

   「対応する貴学の教職員・学生への負担が大きい」が 11 件で最も多く、次いで「産業界側の

ニーズが分からない」が９件、「貴学の金銭的負担が生じる」と「産業界のニーズと貴学のシー

ズがマッチしない」がそれぞれ７件となっています。 
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14

13
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0

3

3

0件 4件 8件 12件 16件

貴学授業に産業界が参加

産業界の課題解決に授業などで貴学（教員や学生）が

取り組む（相談・コンサルティング等を含む）

貴学（教員や学生）と産業界での共同研究・共同開発

学生の就職活動支援に産業界が参加する（求人票の提

出や企業説明会への参加を含む）

特にない

その他

無回答 全体(n=23)

（複数回答）

11

7

2

3

9

2

7

1

4

1

4

3

0件 2件 4件 6件 8件 10件 12件

対応する貴学の教職員・学生への負担が大きい

貴学の金銭的負担が生じる

貴学学内で担当部署が明確でない

産業界側の問い合わせ先や相談先が分からない

産業界側のニーズが分からない

貴学にメリットが感じられる相談が少ない（ない）

産業界のニーズと貴学のシーズがマッチしない

産業界から貴学に要求されるレベルが高い

学内での産業界との連携のニーズが少ない（ない）

課題に感じていることはない

その他

無回答 全体(n=23)

（複数回答）
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⑤小学校と連携するとなった場合の意向 

  ア．特に推進したいと考える取組み 

   「小学校で貴学が出前授業を実施」が 10 件で最も多く、次いで「小学校での放課後子ども

教室やクラブ活動等の運営に貴学（教員や学生）が協力」が９件、「小学校の施設や教育環境を

活用して貴学（教員や学生）が研究活動を行う」が５件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  イ．課題となる事項 

   「対応する貴学の教職員・学生への負担が大きい」が 14 件で最も多く、次いで「小学校側の

ニーズが分からない」が６件、「小学校の問い合わせ先や相談先が分からない」が４件となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

10
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4

2

0件 2件 4件 6件 8件 10件

小学校で貴学が出前授業を実施

小学校での放課後子ども教室やクラブ活

動等の運営に貴学（教員や学生）が協力

小学校に教育実習生を派遣

小学校の施設や教育環境を活用して貴学

（教員や学生）が研究活動を行う

特にない

その他

無回答
全体(n=23)

（複数回答）

14

3

3

4

6

3

3

1

3

0件 4件 8件 12件 16件

対応する貴学の教職員・学生への負担が大きい

貴学の金銭的負担が生じる

貴学学内で担当部署が明確でない

小学校の問い合わせ先や相談先が分からない

小学校側のニーズが分からない

学内での小学校との連携のニーズが少ない（ない）

課題に感じていることはない

その他

無回答 全体(n=23)

（複数回答）
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⑥中学校と連携するとなった場合の意向 

  ア．特に推進したいと考える取組み 

   「中学校が行う中学生へのキャリア教育・進路指導（大学進学を含む）における連携」が 11

件で最も多く、次いで「中学校で貴学が出前授業を実施」が 10件、「中学校の部活動等の運営

に貴学（教員や学生）が協力」が７件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  イ．課題となる事項 

   「対応する貴学の教職員・学生への負担が大きい」が 13 件で最も多く、次いで「中学校側の

ニーズが分からない」が６件、「貴学の金銭的負担が生じる」が４件となっています。 
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11
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6

4

4

2

0件 2件 4件 6件 8件 10件 12件

中学校で貴学が出前授業を実施

中学校が行う中学生へのキャリア教育・進路指導（大

学進学を含む）における連携

中学校の部活動等の運営に貴学（教員や学生）が協力

中学校に教育実習生を派遣

中学校の施設や教育環境を活用して貴学（教員や学

生）が研究活動を行う

特にない

その他

無回答 全体(n=23)

（複数回答）

13

4

3

1

6

2

4

0

3

0件 4件 8件 12件 16件

対応する貴学の教職員・学生への負担が大きい

貴学の金銭的負担が生じる

貴学学内で担当部署が明確でない

中学校の問い合わせ先や相談先が分からない

中学校側のニーズが分からない

学内での中学校との連携のニーズが少ない（ない）

課題に感じていることはない

その他

無回答 全体(n=23)

（複数回答）
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⑦高等学校と連携するとなった場合の意向 

  ア．特に推進したいと考える取組み 

   「高等学校で貴学が出前授業を実施」と「高等学校が行う高校生へのキャリア教育・進路指

導（大学進学を含む）における連携」がそれぞれ 13 件で最も多く、次いで「高等学校の施設や

教育環境を活用して貴学（教員や学生）が研究活動を行う」が７件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  イ．課題となる事項 

   「対応する貴学の教職員・学生への負担が大きい」が 12 件で最も多く、次いで「貴学学内で

担当部署が明確でない」と「高等学校側のニーズが分からない」がそれぞれ６件となっていま

す。 
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13
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3
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0件 2件 4件 6件 8件 10件 12件 14件

高等学校で貴学が出前授業を実施

高等学校が行う高校生へのキャリア教育・進路指導（大

学進学を含む）における連携

高等学校の部活動等の運営に貴学（教員や学生）が協力

高等学校に教育実習生を派遣

高等学校の施設や教育環境を活用して貴学（教員や学

生）が研究活動を行う

特にない

その他

無回答 全体(n=23)

（複数回答）

12

2

6

2

6

4

3

0

2

0件 2件 4件 6件 8件 10件 12件

対応する貴学の教職員・学生への負担が大きい

貴学の金銭的負担が生じる

貴学学内で担当部署が明確でない

高等学校の問い合わせ先や相談先が分からない

高等学校側のニーズが分からない

学内での高等学校との連携のニーズが少ない（ない）

課題に感じていることはない

その他

無回答 全体(n=23)

（複数回答）
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⑧地域住民（町会自治会や市民活動団体を含む）と連携するとなった場合の意向 

  ア．特に推進したいと考える取組み 

   「地域住民の活動に貴学が参加（学生ボランティアが参加するなど）」と「地域住民の課題解

決に授業などで貴学（教員や学生）が取り組む」がそれぞれ 17 件で最も多く、次いで「地域住

民との経済活動（コミュニティビジネス等）に貴学が協力」が４件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  イ．課題となる事項 

   「対応する貴学の教職員・学生への負担が大きい」が 17 件で最も多く、次いで「貴学の金銭

的負担が生じる」が８件、「地域住民側のニーズが分からない」が６件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

17

17

4

1

3

1

0件 4件 8件 12件 16件 20件

地域住民の活動に貴学が参加（学

生ボランティアが参加するなど）

地域住民の課題解決に授業などで

貴学（教員や学生）が取り組む

地域住民との経済活動（コミュニ

ティビジネス等）に貴学が協力

特にない

その他

無回答
全体(n=23)

（複数回答）

17

8

3

3

6

4

3

1

1

0件 4件 8件 12件 16件 20件

対応する貴学の教職員・学生への負担が大きい

貴学の金銭的負担が生じる

貴学学内で担当部署が明確でない

地域住民の問い合わせ先や相談先が分からない

地域住民側のニーズが分からない

学内での地域住民との連携のニーズが少ない（ない）

課題に感じていることはない

その他

無回答 全体(n=23)

（複数回答）
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⑨貴学と地域※の関係性について理想とする姿 

   ※地域：ここでは、「八王子市及びその周辺自治体の市域、及びその市域内にある組織・団体・個人（行政（八王

子市）、他大学（高専や短大を含む）、産業界（民間企業や商工会議所を含む）、小学校、中学校、高等学

校、地域住民（町会自治会や市民活動団体含む））」を指します。 

   「地域のまちづくりに、研究成果が反映できている」と「地域をフィールドに貴学（教員や

学生）の実践的な教育が行われている」がそれぞれ 16 件で最も多く、次いで「地域で貴学の

存在感が高まっている」が 15 件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

13

12

16

4

16

12

15

6

2

1

0

0件 4件 8件 12件 16件

地域の産業界の発展に、研究成果が反映できている

小中高の学びに積極的に関わっている

地域のまちづくりに、研究成果が反映できている

地域の多くの場所で、実証実験が行われている

地域をフィールドに貴学（教員や学生）の実践的な

教育が行われている

地域をフィールドに貴学（教員や学生）の実践的な

研究が行われている

地域で貴学の存在感が高まっている

大学間で活発な交流が行われている

大学間で互いの価値を高め合っている

その他

無回答
全体(n=23)

（複数回答）



 

11 

（２）貴学と（八王子市及びその周辺自治体の市域内にある）企業との関係性について理

想とする姿 

   「企業の課題解決に、貴学（教員や学生）の研究成果が活かされている」が 19 件で最も多

く、次いで「インターンシップや授業などで、企業で学生に対する実践的な教育が行われてい

る」が 17 件、「企業と貴学との共創でイノベーションを起こしている」と「貴学の学生が企業

に就職している」がそれぞれ 11 件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）貴学の学生活動（授業外の時間に学生が自発的に行う活動を指す）に対する意向に

ついて 

①学生に体験させたいと考える学生活動 

   「ボランティア活動」が 22 件で最も多く、次いで「インターンシップ」が 18 件、「学内外

のサークル活動」が 14件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

17

7

19

7

9

11

11

6

5

2

1

0件 4件 8件 12件 16件 20件

インターンシップや授業などで、企業で学

生に対する実践的な教育が行われている

2者が互いの価値を高め合っている

企業の課題解決に、貴学（教員や学生）の

研究成果が活かされている

企業の発展に貴学が貢献している

企業において貴学の存在感が高まっている

企業と貴学との共創でイノベーションを起

こしている

貴学の学生が企業に就職している

企業が学内の研究に協力している

貴学が企業の学びの場となっている

その他

無回答 全体(n=23)

（複数回答）

14

22

18

8

2

0

0件 5件 10件 15件 20件 25件

学内外のサークル活動

ボランティア活動

インターンシップ

学生起業

その他

無回答 全体(n=23)

（複数回答）
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②学生活動を支援する上で地域（八王子市及びその周辺自治体の市域及びその市域内にある組

織・団体・個人）に求める支援 

   「貴学への（地域ニーズや支援事業などに関する）情報提供」が 17 件で最も多く、次いで

「貴学と地域とのマッチングを行うコーディネーターの地域側での配置」が 12 件、「定期的な

情報共有などを目的とした、貴学とのネットワークの構築」と「学生活動のための場所の提供」

が 11 件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）学生の就職活動に対する支援として、今後、特に力を入れたい取組み 

   「インターンシップメニューの充実」が 14 件で最も多く、次いで「授業などにおけるキャ

リア教育の充実」が 12件、「企業説明会の充実」が 11 件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

17

11

12

10

11

4

1

0

0件 5件 10件 15件 20件

貴学への（地域ニーズや支援事業な

どに関する）情報提供

定期的な情報共有などを目的とし

た、貴学とのネットワークの構築

貴学と地域とのマッチングを行う

コーディネーターの地域側での配置

学生活動のための資金の提供

学生活動のための場所の提供

学生活動のための（外部講師派遣な

ど）人的支援

その他

無回答 全体(n=23)

（複数回答）

14

5

12

3

6

8

11

3

1

0件 5件 10件 15件

インターンシップメニューの充実

コーオプ教育（大学などの教育機関が企業・団体な

どと連携して実施する就業体験プログラム）の充実

授業などにおけるキャリア教育の充実

資格取得プログラムの充実

求人情報の充実

OB・OGとの交流会の充実

企業説明会の充実

その他

無回答
全体(n=23)

（複数回答）
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（５）学生の（授業外の時間を含む）日常生活への支援について 

①今後、地域（主に行政（八王子市）を指す）とともに推進したい取組み 

   「消費者教育（詐欺被害など）に関する啓発」が 13件で最も多く、次いで「（消費生活や健

康、性（LGBTQ やハラスメントなど）に関する）相談窓口の充実」と「学外での課外活動の充

実」がそれぞれ 10 件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②学生にとって八王子地域がどのようなまちであることを期待するか 

   「安心・安全に暮らせるまち」が 21 件で最も多く、次いで「学生と地域が共に成長するま

ち」が 12件、「学生が地域に関わる機会が多いまち」が９件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

10

8

13

10

1

0

3

0件 4件 8件 12件 16件

（消費生活や健康、性（LGBTQやハラスメントなど）に

関する）相談窓口の充実

（消費生活や健康、性（LGBTQやハラスメントなど）に

関する）専門的アドバイザー・カウンセラーの配置

消費者教育（詐欺被害など）に関する啓発

学外での課外活動の充実

教職員の課外活動における指導力の強化

その他

無回答
全体(n=23)

（複数回答）

21

8

9

5

5

2

12

0

0

0件 5件 10件 15件 20件 25件

安心・安全に暮らせるまち

居心地が良く、住み続けたいと思えるまち

学生が地域に関わる機会が多いまち

学生の提案が実現されるまち

創作活動の場が充実しているまち

学生が八王子の歴史や文化に触れる機会が多いまち

学生と地域が共に成長するまち

その他

無回答 全体(n=23)

（複数回答）
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③学生が八王子地域で活動することで生じる良い効果として考えられるもの 

   「地域の活性化に繋がる」が 20 件で最も多く、次いで「学生が課題解決の実践力を身に着

ける」が 18 件、「学生が社会人基礎力を身に着ける」が 14件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）留学生支援※について 

    ※留学生支援・・・ここでは外国人留学生への支援を指します。 

①留学生支援で力を入れたいこと 

   「就職支援」と「日本文化の体験」がそれぞれ９件で最も多く、次いで「地域活動（イベン

トやボランティアなど）への参加」が６件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

7

20

18

14

5

0

0

0件 4件 8件 12件 16件 20件

世代間の交流が生まれる

地域の活性化に繋がる

学生が課題解決の実践力を身に着ける

学生が社会人基礎力を身に着ける

学生が地域で居場所を見つけられる

その他

無回答 全体(n=23)

（複数回答）

6

2

9

2

3

9

7

3

0件 2件 4件 6件 8件 10件

地域活動（イベントやボランティアなど）への参加

インターンシップ

就職支援

小中高生との交流

近隣の大学（主に外国人留学生）との交流

日本文化の体験

その他

無回答
全体(n=23)

（複数回答）
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②留学生支援で課題となる事項 

   「外国人留学生の相談（体調や生活のことなど）受付窓口」が 11件で最も多く、次いで「学

内での日本人学生や教職員とのコミュニケーション」が９件、「文化の違いなどを原因とした

地域住民とのトラブルの発生」が８件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2

4

8

9

4

11

7

1

5

2

0件 2件 4件 6件 8件 10件 12件

外国人留学生へのアルバイト先の紹介

外国人留学生への入居先（アパート

等）の斡旋

文化の違いなどを原因とした地域住民

とのトラブルの発生

学内での日本人学生や教職員とのコ

ミュニケーション

外国人留学生の体調管理

外国人留学生の相談（体調や生活のこ

となど）受付窓口

外国人留学生の語学力

留学生は受け入れていない

その他

無回答 全体(n=23)

（複数回答）
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（７）生涯学習への取組みについて 

①学外者を対象に講座を開講することになった場合、ターゲットとして重視する順 

   【１位】は「現役社会人」が５件で最も多く、【２位】は「小学生」、「中学生」、「高校生」が

それぞれ３件で最も多く、【３位】は「高校生」が５件で最も多く、【４位】は「中学生」が５

件で最も多く、【５位】は「小学生」と「定年後世代（66 歳以上～）」がそれぞれ５件で最も多

くなっています。 

 なお、「順位はつけられない」は 10 件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1

3

3

5

1

0

0件 2件 4件 6件

小学生

中学生

高校生

現役社会人

定年後世代（66歳以上～）

無回答 全体(n=13)

（複数回答）【１位】 

3

3

3

2

2

0

0件 2件 4件 6件

小学生

中学生

高校生

現役社会人

定年後世代（66歳以上～）

無回答 全体(n=13)

（複数回答）【２位】 

1

2

5

2

3

0

0件 2件 4件 6件

小学生

中学生

高校生

現役社会人

定年後世代（66歳以上～）

無回答 全体(n=13)

（複数回答）【３位】 

3

5

1

2

2

0

0件 2件 4件 6件

小学生

中学生

高校生

現役社会人

定年後世代（66歳以上～）

無回答 全体(n=13)

（複数回答）【４位】 

5

0

1

2

5

0

0件 2件 4件 6件

小学生

中学生

高校生

現役社会人

定年後世代（66歳以上～）

無回答 全体(n=13)

（複数回答）【５位】 
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②貴学で小学生を対象とした講座を開講しようとする場合について 

  ア．可能な開催方法 

   「小学校施設での出前授業等」と「貴学学内での講座（オープンキャンパスでの体験講座や

公開講座等を含む）」がそれぞれ 16 件で最も多く、次いで「公共施設等での講座」が８件とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  イ．課題となる事項（「ア」で「提供する予定はない」以外を選択した学校のみ回答） 

   「貴学職員の負担が大きい」が 17 件で最も多く、次いで「学内で教員の協力が得られにく

い」、「貴学の金銭的負担が生じる」、「受講者を集めるための周知が難しい」がそれぞれ 11 件

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

16

16

8

7

1

3

0

0件 4件 8件 12件 16件

小学校施設での出前授業等

貴学学内での講座（オープンキャンパ

スでの体験講座や公開講座等を含む）

公共施設等での講座

オンライン講座

その他

提供する予定はない

無回答
全体(n=23)

（複数回答）

11

17

11

1

11

2

0

4

1

4

0

0件 5件 10件 15件 20件

学内で教員の協力が得られにくい

貴学職員の負担が大きい

貴学の金銭的負担が生じる

貴学学内での開催場所の確保が難しい

受講者を集めるための周知が難しい

貴学学内で担当部署が明確でない

大学の経営にメリットを感じない

小学生のニーズがわからない

課題に感じていることはない

その他

無回答 全体(n=20)

（複数回答）
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③貴学で中学生を対象とした講座を開講しようとする場合について 

  ア．可能な開催方法 

   「貴学学内での講座（オープンキャンパスでの体験講座や公開講座等を含む）」が 16件で最

も多く、次いで「中学校施設での出前授業等」が 15 件、「公共施設等での講座」と「オンライ

ン講座」がそれぞれ７件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  イ．課題となる事項（「ア」で「提供する予定はない」以外を選択した学校のみ回答） 

   「貴学職員の負担が大きい」が 16 件で最も多く、次いで「貴学の金銭的負担が生じる」が

12 件、「受講者を集めるための周知が難しい」が 11 件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

10

16

12

1

11

2

0

4

1

4

0

0件 5件 10件 15件 20件

学内で教員の協力が得られにくい

貴学職員の負担が大きい

貴学の金銭的負担が生じる

貴学学内での開催場所の確保が難しい

受講者を集めるための周知が難しい

貴学学内で担当部署が明確でない

大学の経営にメリットを感じない

中学生のニーズがわからない

課題に感じていることはない

その他

無回答 全体(n=19)

（複数回答）

15

16

7

7

1

4

0

0件 4件 8件 12件 16件

中学校施設での出前授業等

貴学学内での講座（オープンキャンパ

スでの体験講座や公開講座等を含む）

公共施設等での講座

オンライン講座

その他

提供する予定はない

無回答
全体(n=23)

（複数回答）
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④貴学で高校生を対象とした講座を開講しようとする場合について 

  ア．可能な開催方法 

   「貴学学内での講座（オープンキャンパスでの体験講座や公開講座等を含む）」が 19件で最

も多く、次いで「高校校施設での出前授業等」が 18 件、「オンライン講座」が 12 件となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  イ．課題となる事項（「ア」で「提供する予定はない」以外を選択した学校のみ回答） 

   「貴学職員の負担が大きい」が 16 件で最も多く、次いで「貴学の金銭的負担が生じる」と

「受講者を集めるための周知が難しい」がそれぞれ 11 件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

18

19

5

12

0

1

1

0件 5件 10件 15件 20件

高校校施設での出前授業等

貴学学内での講座（オープンキャンパ

スでの体験講座や公開講座等を含む）

公共施設等での講座

オンライン講座

その他

提供する予定はない

無回答 全体(n=23)

（複数回答）

7

16

11

2

11

4

0

5

2

3

0

0件 5件 10件 15件 20件

学内で教員の協力が得られにくい

貴学職員の負担が大きい

貴学の金銭的負担が生じる

貴学学内での開催場所の確保が難しい

受講者を集めるための周知が難しい

貴学学内で担当部署が明確でない

大学の経営にメリットを感じない

高校生のニーズがわからない

課題に感じていることはない

その他

無回答 全体(n=21)

（複数回答）
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⑤貴学で現役社会人を対象とした講座を開講しようとする場合について 

  ア．可能な開催方法 

   「貴学学内での講座（公開講座や履修証明プログラム等含む）」と「公共施設等での講座（学

園都市大学（いちょう塾）等含む）」がそれぞれ 17 件で最も多く、次いで「オンライン講座」

が 15 件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  イ．課題となる事項（「ア」で「提供する予定はない」以外を選択した学校のみ回答） 

   「貴学職員の負担が大きい」が 17 件で最も多く、次いで「受講者を集めるための周知が難

しい」が 12 件、「貴学の金銭的負担が生じる」が 10 件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

17

17

15

0

0

0

0件 5件 10件 15件 20件

貴学学内での講座（公開講座や履

修証明プログラム等含む）

公共施設等での講座（学園都市大

学（いちょう塾）等含む）

オンライン講座

その他

提供する予定はない

無回答 全体(n=23)

（複数回答）

7

17

10

3

12

2

0

7

3

4

0

0件 5件 10件 15件 20件

学内で教員の協力が得られにくい

貴学職員の負担が大きい

貴学の金銭的負担が生じる

貴学学内での開催場所の確保が難しい

受講者を集めるための周知が難しい

貴学学内で担当部署が明確でない

大学の経営にメリットを感じない

現役社会人のニーズがわからない

課題に感じていることはない

その他

無回答 全体(n=23)

（複数回答）
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⑥貴学で定年後世代（66 歳以上～）を対象とした講座を開講しようとする場合について 

  ア．可能な開催方法 

   「貴学学内での講座（公開講座や履修証明プログラム等含む）」が 17 件で最も多く、次いで

「公共施設等での講座（学園都市大学（いちょう塾）等含む）」が 15 件、「オンライン講座」が

12 件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  イ．課題となる事項（「ア」で「提供する予定はない」以外を選択した学校のみ回答） 

   「貴学職員の負担が大きい」が 17 件で最も多く、次いで「受講者を集めるための周知が難

しい」が 13 件、「貴学の金銭的負担が生じる」が９件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

17

15

12

1

1

0

0件 5件 10件 15件 20件

貴学学内での講座（公開講座や履

修証明プログラム等含む）

公共施設等での講座（学園都市大

学（いちょう塾）等含む）

オンライン講座

その他

提供する予定はない

無回答 全体(n=23)

（複数回答）

8

17

9

2

13

3

1

7

2

4

0

0件 5件 10件 15件 20件

学内で教員の協力が得られにくい

貴学職員の負担が大きい

貴学の金銭的負担が生じる

貴学学内での開催場所の確保が難しい

受講者を集めるための周知が難しい

貴学学内で担当部署が明確でない

大学の経営にメリットを感じない

定年後世代（66歳以上～）のニーズがわからない

課題に感じていることはない

その他

無回答 全体(n=22)

（複数回答）
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⑦貴学として考えられる、八王子市学園都市センター※の活用方法 

   ※八王子市学園都市センター： 

学園都市づくりの拠点施設として市民と大学との幅広い交流の場を提供しています。また、皆さんの文化

活動の場となるほか、学習や文化に関する情報も提供しています。 

客席数が最大 288 席の多目的ホールであるイベントホール、美術品などが展示できるギャラリーホール、

セミナー室、サウンドルーム、和室、交流サロンなどがあります。 

https://www.hachiojibunka.or.jp/gakuen/ 

   「大学間連携の場として活用する」が 17 件で最も多く、次いで「学会などの主催する大規

模イベントの会場の開催場所として使用する」が８件、「美術系作品などを展示する場として

活用する」が７件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

6

17

7

8

3

2

0件 5件 10件 15件 20件

自校のサテライトキャンパスとして使用する

大学間連携の場として活用する

美術系作品などを展示する場として活用する

学会などの主催する大規模イベントの会場の

開催場所として使用する

その他

無回答 全体(n=23)

（複数回答）
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３ 大学生調査結果 

（１）回答者の属性 

①大学名 

   「帝京大学」が 29.8％で最も多く、次いで「東京薬科大学」が 20.4％、「日本文化大學」が

9.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②学年 

   「１年次」が 51.2％で最も多く、次いで

「２年次」が 17.0％、「３年次」が 16.3％

となっています。 

 

 

 

 

 

  

１年次

51.2%

２年次

17.0%

３年次

16.3%

４年次

12.9%

５年次

1.6%

６年次以上

1.0%

全体(n=682)

0.4

0.1

6.6

0.0

4.4

1.0

0.0

1.0

0.1

29.8

0.0

0.0

4.1

0.3

0.1

1.0

0.3

20.4

4.4

4.5

9.5

0.4

1.5

7.9

0.0

1.9

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

桜美林大学

杏林大学

工学院大学

サレジオ工業高等専門学校

創価大学

創価女子短期大学

拓殖大学

多摩大学

多摩美術大学

帝京大学

帝京大学短期大学

東京家政学院大学

東京工科大学

東京工業高等専門学校

東京純心大学

東京造形大学

東京都立大学

東京薬科大学

中央大学

デジタルハリウッド大学

日本文化大學

法政大学

明星大学

ヤマザキ動物看護大学

山野美容芸術短期大学

その他 全体(n=682)
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③専攻 

   「文系」が 50.3％、「理系」が 38.4％、

「その他」が 11.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④性別 

   「男性」が 44.0％、「女性」が 52.9％、

「その他」が 3.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤年齢 

   「18 歳以下」が 40.5％で最も多く、次い

で「19歳」が 19.9％、「20 歳」が 17.0％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

文系

50.3%

理系

38.4%

その他

11.3%

全体(n=682)

男性

44.0%

女性

52.9%

その他

3.1%

全体(n=682)

18歳以下

40.5%

19歳

19.9%

20歳

17.0%

21歳

12.6%

22歳

5.6%

23歳以上

4.4%

全体(n=682)
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⑥居住地 

   「八王子市内」が 32.1％、「八王子市外」

が 67.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦居住形態 

   「実家暮らし」が 63.5％、「実家暮らし以

外」が 36.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

八王子市内

32.1%

八王子市外

67.9%

全体(n=682)

実家暮らし

63.5%

実家暮らし

以外

36.5%

全体(n=682)
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（２）八王子地域の人材や資源を活用した学びについて 

    （なお、ここでの「地域」は、八王子市及びその周辺自治体の市域、及びその市域内にある組織・団体・個人を

指します。） 

①受けてみたい授業（研究） 

   「八王子にある他の大学の授業（研究）」が 41.2％で最も多く、次いで「企業との共同研究・

共同開発を取り扱う授業」が 32.7％、「地域課題の解決策を考える授業（研究）」が 30.6％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②授業や課外活動などで取組んでみたい行政課題 

   「防災対策」が 33.7％で最も多く、次いで「環境」が 30.4％、「地域活性化」が 26.0％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

30.6

23.3

32.7

19.1

28.2

26.2

4.7

41.2

13.9

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50%

地域課題の解決策を考える授業（研究）

企業課題の解決策を考える授業（研究）

企業との共同研究・共同開発を取り扱う授業

八王子のまちなかを舞台にしたフィールド

ワーク授業（研究）

八王子の自然を舞台にしたフィールドワーク

授業（研究）

八王子の幼児や小中高生たちと交流する授業

（研究）

日頃の学びや、研究成果を地域に発表する発

表会形式の授業（研究）

八王子にある他の大学の授業（研究）

地域住民との交流ができる授業（研究）

その他 全体(n=682)

（複数回答）

33.7

22.9

24.3

18.6

12.8

30.4

26.0

24.2

24.9

24.5

15.4

20.2

18.3

5.7

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%

防災対策

防犯対策

子育て支援

福祉

保健衛生

環境

地域活性化

教育

文化

スポーツ

都市基盤整備

多文化共生

男女共同（ＬＧＢＴＱ含む）

興味がある課題はない

その他 全体(n=682)

（複数回答）
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（３）ボランティア活動について 

①ボランティア活動への参加の有無 

   「なし」が 54.4％で最も多く、次いで「あ

る（自主的に参加）」が 31.5％、「ある（授

業やゼミの一環で参加（単位に関わるも

の））」が 7.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ボランティア活動に参加する目的 

   「社会勉強のため」が 60.4％で最も多く、次いで「困った人を助けたいから」が 33.0％、

「就職に役立てるため」が 30.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ある（自主

的に参加）

31.5%

ある（授業やゼミの

一環で参加（単位に

関わるもの））

7.8%ある（“自主的に”及び“授

業やゼミの一環で”の両方で

参加経験がある）

6.3%

なし

54.4%

全体(n=682)

60.4

22.9

33.0

11.4

30.4

11.0

9.2

7.9

8.2

11.3

3.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

社会勉強のため

大学生活を充実させるため

困った人を助けたいから

参加している団体の活動として

就職に役立てるため

自分を試したかったから

友人に誘われたから

授業に組み込まれていたから

単位が認定されるから

特に理由はない

その他 全体(n=682)

（複数回答）



 

28 

③参加したいと思うボランティア活動の種類 

   「地域活性化」が 32.7％で最も多く、次いで「文化・スポーツ関係」が 31.2％、「教育関係

（小中高での活動など）」が 29.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ボランティア活動に参加するときに支障となること 

   「参加する時間が無い」が 60.3％で最も多く、次いで「一人で参加しにくい（一緒に参加す

る人がいない）」が 50.1％、「参加経費（交通費）の負担がある」が 42.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

60.3

33.6

42.8

23.8

50.1

3.1

2.8

10.9

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

参加する時間が無い

ボランティアに関する充分な情報が無い

参加経費（交通費）の負担がある

参加するための手続きが分からない

一人で参加しにくい（一緒に参加する人がいない）

社会貢献に繋がっている実感が得られない

自分の学びに繋がっている実感が得られない

参加したいと思える活動がない

その他 全体(n=682)

（複数回答）

32.7

28.2

22.1

29.8

7.3

19.2

21.4

31.2

24.9

4.5

2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50%

地域活性化

震災災害関係

子育て支援

教育関係（小中高での活動など）

高齢者関係

医療・保健関係

環境保全

文化・スポーツ関係

国際交流（国内外）

興味があるテーマはない

その他 全体(n=682)

（複数回答）
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（４）日常生活について 

①消費生活（詐欺被害や契約上のトラブルなど）について相談できる人の有無 

   「いる」が 85.3％、「いない」が 14.7％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②消費生活についての相談先として思い浮かぶ相手（①で「いる」を選択した方のみ回答） 

   「家族」が 87.5％で最も多く、次いで「友人（先輩後輩を含む）」が 49.8％、「学校の相談窓

口」が 17.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③健康（アルコールや喫煙に関する内容を含む）について相談できる人の有無 

   「いる」が 88.0％、「いない」が 12.0％と

なっています。 

 

 

 

 

 

  

いる

85.3%

いない

14.7%

全体(n=682)

49.8

16.3

17.5

87.5

15.1

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

友人（先輩後輩を含む）

学校の教職員

学校の相談窓口

家族

行政（国や市）の相談窓口

その他 全体(n=582)

（複数回答）

いる

88.0%

いない

12.0%

全体(n=682)
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④健康についての相談先として思い浮かぶ相手（③で「いる」を選択した方のみ回答） 

   「家族」が 86.0％で最も多く、次いで「友人（先輩後輩を含む）」が 59.0％、「学校の相談窓

口」が 12.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤性に関すること（LGBTQ やハラスメントなど）について相談できる人の有無 

   「いる」が 74.9％、「いない」が 25.1％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥性についての相談先として思い浮かぶ相手（⑤で「いる」を選択した方のみ回答） 

   「友人（先輩後輩を含む）」が 64.8％で最も多く、次いで「家族」が 60.1％、「学校の相談窓

口」が 15.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

59.0

9.7

12.8

86.0

6.8

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

友人（先輩後輩を含む）

学校の教職員

学校の相談窓口

家族

行政（国や市）の相談窓口

その他 全体(n=600)

（複数回答）

いる

74.9%

いない

25.1%

全体(n=682)

64.8

10.0

15.5

60.1

8.4

0.8

0% 20% 40% 60% 80%

友人（先輩後輩を含む）

学校の教職員

学校の相談窓口

家族

行政（国や市）の相談窓口

その他
全体(n=511)

（複数回答）
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⑦市役所の相談窓口で知っているもの 

   「どれも知らない」が 65.0％で大半を占めています。知っているものでは、「詐欺被害やク

ーリングオフの相談窓口（八王子市消費生活センター）」が 27.1％で最も多く、次いで「女性

のための相談窓口（八王子市男女共同参画センター）」が 11.9％、「アルコール依存症に関する

相談窓口（八王子市保健所保健対策課）」が 9.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）卒業後の定住意向について 

①卒業後の八王子市内への定住意向 

   「住みたくない、または住まない

予定」が 51.0％で最も多く、次いで

「わからない」が 36.2％、「住みたい

（住み続けたい、移り住みたい）、ま

たは住む（住み続ける、移り住む）

予定」が 9.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

27.1

9.4

8.5

11.9

6.0

65.0

0.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

詐欺被害やクーリングオフの相談窓口（八王子

市消費生活センター）

アルコール依存症に関する相談窓口（八王子市

保健所保健対策課

進路や人間関係、就労のことなどなんでも相談

できる窓口（八王子市若者総合相談センター）

女性のための相談窓口（八王子市男女共同参画

センター）

ＬＧＢＴ電話相談（八王子市男女共同参画セン

ター）

どれも知らない

その他
全体(n=682)

（複数回答）

住みたい（住み続けたい、移り

住みたい）、または住む（住み

続ける、移り住む）予定

9.7%

卒業後は八王子に住みたく

ない（または住まない予定

だ）が、将来的には八王子

に住みたい

3.1%

住みたくない、また

は住まない予定

51.0%

わからない

36.2%

全体(n=682)
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②八王子市内に住みたくない理由 

   「八王子に移り住む理由が特にない」が 50.3％で最も多く、次いで「地元・故郷に戻るから」

が 27.0％、「八王子に愛着がないから」が 20.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③八王子市内に住みたい理由 

   「自然環境（緑・公園など）が良いから」が 31.2％で最も多く、次いで「都心から離れてい

て落ち着くから」が 25.8％、「交通の便がいいから」が 15.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

27.0

20.4

18.9

7.3

1.6

7.8

3.4

4.1

10.0

13.3

50.3

5.0

0.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

地元・故郷に戻るから

八王子に愛着がないから

交通の便が悪いから

買い物が不便だから

自然環境（緑・公園など）が悪いから

働く場所が少ないから

物価・家賃の価格が高いから

街並みが好きではないから

趣味や娯楽の場が少ないから

移り住みたい場所がある（地元以外）

八王子に移り住む理由が特にない

その他

無回答 全体(n=682)

（複数回答）

8.2

7.5

15.7

9.4

31.2

3.1

13.2

9.5

4.5

13.2

25.8

13.6

0.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

実家があるから

八王子に愛着があるから

交通の便がいいから

買い物が便利だから

自然環境（緑・公園など）が良いから

働く場所に困らないから

物価・家賃の価格がちょうど良いから

街並みがきれいだから

趣味や娯楽の場が充実しているから

近くに親類・友人が住んでいるから

都心から離れていて落ち着くから

その他

無回答 全体(n=682)

（複数回答）
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４ 小学校・中学校・高等学校調査結果 

【小学校】 

（１）八王子地域の大学等との連携で推進したいこと 

   「留学生と児童の交流機会・場所の増加」と「総合的な学習の時間や、ニーズに応じた特別

授業やワークショップの提供等」がそれぞれ 30 件で最も多く、次いで「クラブ活動で大学等

（教員・学生）に協力を得る」が 29 件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）八王子地域の大学等との連携を推進する上での課題 

   「小学校教員に対する負担が大きい」が 30 件で最も多く、次いで「スケジュールがあわな

い」が 23件、「連携を担当できる教員が少ない（いない）」が 22件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

30

21

22

20

23

20

10

1

7

0

0件 10件 20件 30件 40件

小学校教員に対する負担が大きい

小学校の金銭的負担が生じる

連携を担当できる教員が少ない（いない）

学校内で担当者が決まっていない

スケジュールがあわない

大学等の問い合わせ先や相談先が分からない

小学校内で大学等との連携のニーズが少ない（ない）

課題に感じていることはない

その他

無回答 全体(n=50)

（複数回答）

19

30

30

25

29

23

3

0

6

0

0件 10件 20件 30件 40件

学生（日本人学生）と児童の交流機会・場所の増加

留学生と児童の交流機会・場所の増加

総合的な学習の時間や、ニーズに応じた特別授業やワー

クショップの提供等

小学校施設内での大学等の出前教室の実施

クラブ活動で大学等（教員・学生）に協力を得る

放課後子ども教室で大学等（教員・学生）に協力を得る

セミナー・フォーラム・勉強会など、小学校教員と大学

等教職員との交流

連携したいものはない

その他

無回答
全体(n=50)

（複数回答）
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【中学校】 

（１）八王子地域の大学等との連携で推進したいこと 

   「部活動で大学等（教員・学生）に協力を得る」が 18 件で最も多く、次いで「留学生と生徒

の交流機会・場所の増加」が 17 件、「総合的な学習の時間や、ニーズに応じた特別授業やワー

クショップの提供等」が 16 件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）八王子地域の大学等との連携を推進する上での課題 

   「中学校教員に対する負担が大きい」、「連携を担当できる中学校教員が少ない（いない）」、

「スケジュールがあわない」がそれぞれ 13 件で最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

13

11

13

10

13

8

6

4

3

0

0件 4件 8件 12件 16件 20件

中学校教員に対する負担が大きい

中学校の金銭的負担が生じる

連携を担当できる中学校教員が少ない（いない）

中学校内で担当者が決まっていない

スケジュールがあわない

大学等の問い合わせ先や相談先が分からない

中学校内で大学等との連携のニーズが少ない（ない）

課題に感じていることはない

その他

無回答 全体(n=28)

（複数回答）

11

17

16

12

18

1

13

2

4

0

0件 4件 8件 12件 16件 20件

学生（日本人学生）と生徒の交流機会・場所の増加

留学生と生徒の交流機会・場所の増加

総合的な学習の時間や、ニーズに応じた特別授業やワー

クショップの提供等

中学校施設内での大学等の出前教室の実施

部活動で大学等（教員・学生）に協力を得る

セミナー・フォーラム・勉強会など、中学校教員と大学

等教職員との交流

生徒へのキャリア教育・進路指導（大学進学を含む）を

大学等と連携して行う

連携したいものはない

その他

無回答
全体(n=28)

（複数回答）
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【高等学校】 

（１）八王子地域の大学等との連携で推進したいこと 

   「総合的な探求の時間や、ニーズに応じた特別授業やワークショップの提供等」が 10 件で

最も多く、次いで「生徒へのキャリア教育・進路指導（大学進学を含む）を大学等と連携して

行う」と「特別推薦枠等の入学制度の拡充」がそれぞれ９件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）八王子地域の大学等との連携を推進する上での課題 

   「スケジュールがあわない」が７件で最も多く、次いで「高等学校教員に対する負担が大き

い」が６件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

6

3

3

3

7

1

1

2

3

0

1

0

0件 2件 4件 6件 8件 10件

高等学校教員に対する負担が大きい

高等学校校の金銭的負担が生じる

連携を担当できる高等学校教員が少ない（いない）

高等学校内で担当者が決まっていない

スケジュールがあわない

大学等の問い合わせ先や相談先が分からない

高等学校内で大学等との連携のニーズが少ない（ない）

生徒の進路に直接的に関係するため、個別の大学との連

携が難しい

生徒の進路に直接的に関係するため、連携する学校の選

別（偏差値や専門性など）が難しい

課題に感じていることはない

その他

無回答 全体(n=13)

（複数回答）

6

6

10

8

8

6

9

5

9

0

2

0

0件 2件 4件 6件 8件 10件

学生（日本人学生）と生徒の交流機会・場所の増加

留学生と生徒の交流機会・場所の増加

総合的な探求の時間や、ニーズに応じた特別授業やワー

クショップの提供等

高等学校施設内での大学等の出前教室の実施

部活動で大学等（教員や学生）に協力を得る

セミナー・フォーラム・勉強会など、高等学校教員と大

学等教職員との交流

生徒へのキャリア教育・進路指導（大学進学を含む）を

大学等と連携して行う

大学単位の先取り

特別推薦枠等の入学制度の拡充

連携したいものはない

その他

無回答 全体(n=13)

（複数回答）
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５ 企業調査結果 

（１）回答企業の属性 

①企業名 

   （省略） 

 

②従業員数(常用） 

   「１～４人」が 33.7％で最も多く、次

いで「20～49 人」が 19.4％、「10～19 人」

が 17.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③主たる事業分野 

   「製造業」が 31.6％で最も多く、次いで「運輸業、郵便業」と「サービス事業（他に分類さ

れないもの）」がそれぞれ 12.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

33.7

16.3

17.3

19.4

6.1

3.1

0.0

4.1

0% 10% 20% 30% 40%

１～４人

５～９人

１０～１９人

２０～４９人

５０～９９人

１００～１９９人

２００～２９９人

３００人～ 全体(n=98)

0.0

0.0

9.2

31.6

0.0

5.1

1.0

12.2

0.0

2.0

6.1

4.1

2.0

4.1

9.2

1.0

12.2

0% 10% 20% 30% 40%

農林漁業

鉱業、採石業、砂利採取業

建設業

製造業

電気・ガス・熱供給・水道業

情報通信業

運輸業、郵便業

卸売業、小売業

金融業、保険業

不動産業、物品賃貸業

学術研究、専門・技術サービス業

宿泊業、飲食サービス業

生活関連サービス業、娯楽業

教育、学習支援業

医療、福祉

複合サービス事業

サービス事業（他に分類されないもの） 全体(n=98)
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（２）人材育成（社員のスキルアップ）について 

①不足している人材 

   「貴社の経営の一翼を担う幹部人材」が 46.9％で最も多く、次いで「時代の変化に合わせて

新たなビジネスモデルを開発できる人材」が 44.9％、「業務を効率的に遂行できる事務スタッ

フ」が 39.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②大学等が開講する講座に対して期待すること 

   「社員が、より専門性の高い知識を得ることができる」が 63.3％で最も多く、次いで「大学

等という場で学ぶことで社員の学ぶモチベーションを生み出す」が 32.7％、「大学等の教職員

と社員との関係を築くことが期待される」が 26.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

39.8

11.2

20.4

38.8

32.7

31.6

44.9

46.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%

業務を効率的に遂行できる事務ス

タッフ

ビジネスの脱炭素化やグリーン化

を推進できる人材

海外展開や外国人向けの事業を推

進できるグローバル人材

ビジネスのデジタル化を推進する

IT人材

人質や生産性の向上を牽引できる

技術・技能系人材

新規事業を起こす起業家精神旺盛

な人材

時代の変化に合わせて新たなビジ

ネスモデルを開発できる人材

貴社の経営の一翼を担う幹部人材

全体(n=98)

（複数回答）

63.3

18.4

26.5

32.7

14.3

6.1

0% 20% 40% 60% 80%

社員が、より専門性の高い知識を得ること

ができる

大学等でないと取得の出来ない資格を社員

に取得させることができる（MBAなど）

大学等の教職員と社員との関係を築くこと

が期待される

大学等という場で学ぶことで社員の学ぶモ

チベーションを生み出す

特に期待していることはない

その他

全体(n=98)

（複数回答）
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③大学等が開講する講座を人材育成に活用する場合の課題 

   「日程が多いなど、スケジュール的に受講させることは難しい」が 57.1％で最も多く、次い

で「どのような学びを得られる内容なのか、分かりづらい」が 44.9％、「民間企業などが実施

するものと比較すると、情報が得にくい」が 29.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）採用活動について 

    ここでは、主に学生（大学等の新卒学生）の採用についてお聞きします。 

①学生の就業体験の受け入れの有無 

   「はい」が 39.8％、「いいえ」が 60.2％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

②学生の就業体験を受け入れる理由（①で「はい」を選択した企業のみ回答） 

   「社会貢献活動の一環として」が 69.2％で最も多く、次いで「採用の選考希望者を増やすた

め」と「自社の認知度やブランド力を高めるため」がそれぞれ 53.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

27.6

57.1

44.9

29.6

24.5

10.2

6.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

費用が高い

日程が多いなど、スケジュール的に受講

させることは難しい

どのような学びを得られる内容なのか、

分かりづらい

民間企業などが実施するものと比較する

と、情報が得にくい

民間企業などが実施するものと比較する

と、社員に受講させる意義が感じにくい

特に課題となることはない

その他
全体(n=98)

（複数回答）

はい

39.8%

いいえ

60.2%

全体(n=98)

53.8

53.8

23.1

69.2

10.3

0% 20% 40% 60% 80%

採用の選考希望者を増やすため

自社の認知度やブランド力を高めるため

就業前に就業体験の機会を設けること

で、採用後の離職率を下げるため

社会貢献活動の一環として

その他
全体(n=39)

（複数回答）
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③学生の就業体験を受け入れていない理由（①で「いいえ」を選択した企業のみ回答） 

   「大学等側からの受け入れの要望がないから」が 45.8％で最も多く、次いで「大学等側から

の受け入れの要望はあるが、社内の体制（人員やスケジュール）がとれないから」が 16.9％、

「大学等側からの受け入れの要望があるが、採用に結び付かないから」が 10.2％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④採用における課題 

   「求める人材からの応募が少ない（ない）」が 36.7％で最も多く、次いで「採用の選考希望

者が少ない」が 27.6％、「学生の採用は予定していない（現時点では求めていない）」が 21.4％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

27.6

36.7

4.1

9.2

19.4

19.4

13.3

16.3

19.4

21.4

8.2

4.1

0% 10% 20% 30% 40%

採用の選考希望者が少ない

求める人材からの応募が少ない（ない）

内定辞退者が多い

採用後（3年間程度）の離職率が高い

社内に採用活動の担い手が少ない（いない）

採用活動に関するコストの発生

学生の求める条件（賃金や福利厚生）がわか

らない

学生の求める条件（賃金や福利厚生）が揃え

られない

大学等や学生との接点がなく、どのように求

人情報を発信すれば良いのか分からない

学生の採用は予定していない（現時点では求

めていない）

その他

無回答 全体(n=98)

（複数回答）

45.8

16.9

10.2

39.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

大学等側からの受け入れの要望がないから

大学等側からの受け入れの要望はあるが、社内

の体制（人員やスケジュール）がとれないから

大学等側からの受け入れの要望があるが、採用

に結び付かないから

その他

全体(n=59)

（複数回答）



 

40 

（４）産学連携※について 

    ※本調査において、「産学連携」とは多業種にわたる事業者と大学等との共同の研究・技術開発（具体的には共

同研究、委託研究、試験・性能テスト、技術導入、技術相談、従業員の派遣、教員の招聘等）を指します。 

①大学等との産学連携の取組み状況 

   「ない」が 82.7％で最も多く、次い

で「大学コンソーシアム八王子加盟校

と取り組んだことがある」が10.2％、

「大学コンソーシアム八王子加盟校

と非加盟校の両方と取り組んだこと

がある」が 4.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②産学連携の相手先を探した手段（①で「取り組んだことがある」を選択した企業のみ回答） 

   「教員との個人的な付き合い」と「独自にアプローチ」がそれぞれ４件で最も多く、次いで

「学会活動」、「同業者・仲間からの紹介」、「公的な支援機関からの紹介（八王子商工会議所「出

前研究室」を除く）」が３件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

大学コンソーシアム

八王子加盟校と取り

組んだことがある

10.2%

大学コンソーシアム八王

子非加盟校（25校以外）

と取り組んだことがある

3.1%

大学コンソーシアム八王子

加盟校と非加盟校の両方と

取り組んだことがある

4.1%

ない

82.7%
全体(n=98)

1

4

3

1

0

1

0

2

4

3

3

0

4

0件 1件 2件 3件 4件 5件

八王子商工会議所「出前研究室」

教員との個人的な付き合い

学会活動

TLO（技術移転機関）

取引先からの紹介

公設試験研究機関からの紹介

異業種交流会

大学等（教育機関側）の相談窓口

独自にアプローチ

同業者・仲間からの紹介

公的な支援機関からの紹介（八王子商工

会議所「出前研究室」を除く）

金融機関からの紹介

その他

全体(n=17)

（複数回答）
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③産学連携のメリット（①で「取り組んだことがある」を選択した企業のみ回答） 

   「自社単独では実施困難な技術・製品・サービス開発ができた」が８件で最も多く、次いで

「大学等との人脈ができた」と「社内の人材育成に効果があった」がそれぞれ７件となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④産学連携の課題（①で「取り組んだことがある」を選択した企業のみ回答） 

   「自社社員の負担がある」と「自社の金銭的負担が発生する」がそれぞれ８件で最も多く、

次いで「社内で担当部署が組織化されていない」と「社内のニーズとマッチする連携先を探す

のが難しい」が６件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

8

6

7

0

3

7

5

3

1

0

3

0

0件 2件 4件 6件 8件 10件

自社単独では実施困難な技術・製品・

サービス開発ができた

高度かつ専門的な技術・ノウハウ、知識

を導入できた

大学等との人脈ができた

自社には無い設備が利用できた

研究領域の幅が拡大した

社内の人材育成に効果があった

御社の技術・製品・サービスに対する信

用力が向上した

自社単独開発よりも安いコストで技術・

製品・サービス開発ができた

自社単独開発よりもスピーディーに技

術・製品・サービス開発ができた

採用に繋がった

特にメリットはない

その他 全体(n=17)

（複数回答）

8

8

4

6

1

6

1

1

1

3

1

0件 2件 4件 6件 8件 10件

自社社員の負担がある

自社の金銭的負担が発生する

自社にとって事務手続きが煩雑になる

社内で担当部署が組織化されていない

大学等の問い合わせ先や相談先が分かりにくい

社内のニーズとマッチする連携先を探すのが難しい

大学等から要求されるレベルが高い

大学等側のニーズがわからない

課題に感じることは無い

スケジュール感があわない（御社と大学等側のスピー

ド感があわない）

その他 全体(n=17)

（複数回答）
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⑤今後の産学連携の取組み意向（①で「取り組んだことがある」を選択した企業のみ回答） 

   「取り組みたい」が 15 件、「取り組みたくない」が２件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

⑥産学連携を実施していない理由（①で「ない」を選択した企業のみ回答） 

   「興味はあるがきっかけがないため」が 40.7％で最も多く、次いで「産学連携に取り組む余

裕（人材、資金等）がないため」が 33.3％、「社内での産学連携のニーズがない（少ない）た

め」が 27.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

15

2

0件 5件 10件 15件 20件

取り組みたい

取り組みたくない
全体(n=17)

40.7

13.6

33.3

27.2

25.9

17.3

13.6

8.6

13.6

2.5

6.2

2.5

13.6

0% 10% 20% 30% 40% 50%

興味はあるがきっかけがないため

興味はあるが、連携先（大学等の教員

や学生）の探し方が分からないため

産学連携に取り組む余裕（人材、資金

等）がないため

社内での産学連携のニーズがない（少

ない）ため

費用負担がどの程度かかるか分からな

いため

社内に産学連携に見合う技術やサービ

スがないため

産学連携に取り組むうえでの、自社の

メリットが分からないため

成果がでるまでに時間がかかると思う

ため

事務手続きが煩雑だと思うため

自社単独で研究開発に取り組めるため

技術・ノウハウが公開されてしまう心

配があるため

研究開発の成果の知的財産化に心配が

あるため

その他

全体(n=81)

（複数回答）



 

43 

⑦今後の産学連携の取組み意向（①で「ない」を選択した企業のみ回答） 

   「取り組んでみたい」が 40.7％、「取り組

むつもりはない」が 59.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧今後、産学連携で取組みたいこと（⑤または⑦で「取り組みたい」を選択した企業のみ回答） 

   「共同研究・共同開発（大学等と事業者）」が 60.4％で最も多く、次いで「委託研究（大学

等の研究機関に研究を委託）、商品・サービスの開発」が 37.5％、「技術コンサルティング、相

談・情報提供、アドバイス、マーケティングの分析・手法」が 35.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

60.4

37.5

31.3

35.4

8.3

33.3

2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

共同研究・共同開発（大学等と事業者）

委託研究（大学等の研究機関に研究を委

託）、商品・サービスの開発

性能評価・試験・測定・分析の実施、店

舗・商品デザインの開発

技術コンサルティング、相談・情報提供、

アドバイス、マーケティングの分析・手法

大学が保有する特許の利用

人材育成（社員の派遣研修）

その他
全体(n=48)

（複数回答）

取り組んで

みたい

40.7%

取り組むつ

もりはない

59.3%

全体(n=81)


